
第一章 

 ＳＮＳで出会った人と今日ごはんを食べて少し話して、セックスをするだけの関係を援

交と呼ぶなら、これはまさにそうなのかもしれないけど、でも僕に性別がないからそう言

うのって当てはまるのかなって少し思って、考えたけど、世間的に女として登録して女の

人と会うなら充分にエンコウだと思われるだろうし、仮に僕が男と会うとしてもそれもま

たエンコウだと思われるだろう。 

 

 だから、夜のファミレスでＯＬ風の女の人が男子制服の僕を見て少し驚いたのにはクス

ッと笑った。僕は男じゃないよー、女でもないけどねー。 

 

 「男の子と合うなんて久しぶり、高校生？ 何歳？」 

 

 「中学生、十五です」 

 

 「若！ じゃあもう受験？」 

 

 「もう決まってます。中高一貫校なので」 

 

 「へぇ……てか、大丈夫なの？ 私にそんなの教えて」 

 

 女の人は僕を小馬鹿にするように笑う。 

 

 「大丈夫ですよ、この制服も、学校も年齢もサバ読んでますから。本当は二十歳なんで

す」 

 

 「分かりやすい嘘。ウケる！」 

 

 うん、嘘だよー。本当は高校一年で十五なのは本当だけど、あなたに見せているこの性

別も制服も全部嘘。本当は友達から借りた物を着ているだけだし、それに、僕あなたに興

味ないんです。僕が興味あるのはこうして売春をしている事に対しての背徳感と抱かれた

時に感じる高揚感と、生きているんだなっていう実感だけが目的で、性的な興奮と言うの

は僕にはあまり興味なかった。 

 

 そもそもアレがないんだから僕は指を使うしかないんだし、出来るけど別に感じないか

ら入れられたところでって事だから、性行為というよりは僕にとってはただの作業でしか

なかった。 



 

 「てかさぁ、てかさぁ何で女なのに女と会おうとしたの？」 

 

 「……女？」 

 

 何言ってんだこの人は？ 僕が女なわけないのに。 

 

 「あんた、女でしょ？ 何となく分かるんだ。雰囲気で！」 

 

 「……へえ、すごいね」 

 

 僕はそのまま曖昧にした。 

 

 この人少し鋭いところあるけど、半分当たりで半分外れ。 

 

 確かに僕の身体は一部を除いて割と女性寄りだ。子宮はないけど胸もない。ホルモンバ

ランスがどちらかに傾いたら、もしかしたら胸が出るかもしれないけど、今のところそん

な傾向はなかった。 

 

 「なんで、女と会おうとしたの、レズ？」 

 

 うるさい人だ。 

 

 「そうだね、うん、レズかも……」 

 

 僕は息が掛かりそうな距離まで顔を近づけて言う。彼女は驚いて目を大きくしているけ

ど……。 

 

 「ワォ……意外と肉食的？」 

 

 彼女もどうやら肉食的らしい。 

 

 「てか、何か食べよ！ 私仕事帰りでお腹空いちゃった！ えーと、何にしようか

な？」 

 

 そう言って彼女はメニューを開いた。特に緊張している様子はない。割と自然で若くて



性を持て余している健康的な人だ。 

 

 

 

 

 

 ▽ 

 

 『お前またウリしてんのかよ』 

 

 自宅のシャワーで友達が電話で呆れ声の溜息を吐く。その声を聞いたのが一週間前の金

曜日。僕はウリは金曜日しかしない。アカウントは定期的に変えているし、一度会った人

にはもう会わない。地元でもウリはしない、だけど電車で簡単に通える距離は限りがある

から警察にマークされれば僕は捕まる。年齢的に家庭裁判所の管轄だろうけど、社会的制

裁は司法より世間の方が厳しい。気を付けないと。 

 

 僕はシャワーを止めた。髪を拭く。電話を耳に当てる。 

 

 「うるさいな、リュウイチ。心配し過ぎ」 

 

 『片仮名で呼ぶの止めろ。俺は隆一。もう男になったんだ』 

 

 「元から男だったんだろ。少なくとも心だけは」 

 

 『昔の話しは辞めろって……てか、お前学校行ってんの？』 

 

 リュウイチとは高校違いだ。彼が僕が登校しているのか知るのはいつも電話で確認する

しかない。 

 

 「行ってない」 

 

 『行けよぉ！ 頭良いんだから』 

 

 「関係ないだろ」 

 

 『無くはないけどさぁ……俺、本当にお前の事が心配なんだよ』 



 

 「ありがと」 

 

 『分かって居るなら、ウリだけは辞めろ』 

 

 「なんで？」 

 

 『……』 

 

 リュウイチは黙ってしまった。 

 

 「僕の事抱いてくれたら辞めても良いよ」 

 

 『………分かった』 

 

 「え」 

 

 

 

 

 

 僕は電話を慌てて切ってしまった。 

 

 だって本当に冗談で言っただけなのに僕の事本当に真剣に考えてくれている友達に抱か

れるなんて思った事もなかった。男とやった事が無い訳じゃないけど、どうしてもリュウ

イチだけは特別だった。彼とやるって思うと少し怖い……。 

 

 何で？ リュウイチも元は性別がなかったから？ 彼の場合心だけはずっと男だったけ

ど。それとも……。 

 

 

 

 

 

 「はぁ……僕がどっちつかずの半端者だからなのかな」 

 



 あの日の夜、僕は脱衣所で溜息を吐いた。 

 

 

 

 

 

 ▽ 

 

 「溜息なんかついて、やっぱり後悔してんじゃないの？」 

 

 仲原さんは浴槽に漬かりながら僕に話し掛ける。 

 

 ラブホのシャワーって意外と快適なんだね。浴槽も思ったより広いし、ガラス越しにベ

ッド丸見えで、あそこでアソコを勃たせた男が女の裸を見るんだ。 

 

 「してないよ後悔なんて」 

 

 「嘘、君寂しそうだよ？」 

 

 「気のせいでしょ」 

 

 僕はシャワーを止めた。そして、一緒に浴槽に入った。僕は向かい合って仲原さんを見

た。ちなみに仲原さんとは彼女の事だ。仲原由美、それが彼女の名だけど本名かは知らな

い。一応、ＳＮＳでの彼女は椿姫だった。僕はアヤと登録している。由来はない。テキト

ーだ。 

 

 「やめても良いんだよ」 

 

 「やめないよ」 

 

 「私が今日はしたくないの」 

 

 「……」 

 

 「安心して君にホテル代出させるほど私は悪い大人じゃないよ」 

 



 「女と登録してある人を抱こうとする人を良い人とは言わなくない？」 

 

 「男と登録して女を抱こうとする女を悪いとは思わない」 

 

 「バイセクシャルの人なら？」 

 

 「私達よりもっと遊んでいるでしょ」 

 

 「それは偏見じゃない？」 

 

 「会った事ないもん。会えば認識改める」 

 

 「君は現代人的な考え方だね」 

 

 「あなたは自虐的な考えね」 

 

 

 

 

 

 僕は黙った。 

 

 

 

 

 

 「ねぇ、あなたって性同一性障害なの？」 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 僕は吐いた。 

 



 便器に顔を突っ込むように、胃の中の物質を全て押し出すように、胃液すらも押し出す

ように、僕は吐きまくった。 

 

 性同一性障害だって？ そんな異性愛者が付けたようなくだらない病気区分で僕を区別

するんじゃない。僕は彼女に、仲原さんに怒っているのか、性同一性障害とそう名付けた

異性愛者に怒っているのか、僕自身に怒っているのか分からなかった。 

 

 「アイ、大丈夫？」 

 

 妹が僕を心配する。 

 

 僕は心配を掛けないように笑顔で繕った。顎に胃液が残るのをトイレットペーパーで拭

いた。 

 

 「大丈夫だよ、ありがとう、レイ」 

 

 それが僕の妹の名だった。 

 

 僕の漢字が逢で妹が玲。もっと男の子のような名前を付けてくれれば良かったのにと何

度も僕は思ったけど、結局僕自身この名の響きが好きだった。 

 

 「アイ最近何だか苦しそう……」 

 

 「僕が？」 

 

 「うん、やっぱり生理って辛いの？」 

 

 僕は泣きそうになった。 

 

 僕は女じゃない！ 子宮なんかないんだから生理が来るわけない！ ただただ女性ホル

モンは少し多くって、男性ホルモンは少し少ないくせに身体の何処にも男性を表すものが

なくって、その癖に何故か定期的にホルモンバランスが崩れる。 

 

 僕は男になりたいのに！！ 僕は男になりたいのに！！ 

 

 でも、身体が少しずつ変わって行く。僕はそれが『少しずつ性別が付いて行くという恐



怖』に生まれてから十五年間震えていた。 

 

 「大丈夫アイは私が守るから」 

 

 妹に頭を抱かれ僕は泣いた。男の子なのに恥ずかしげもなく泣いてしまった。 

 

 「うわぁぁあああ！！！ あぁああ！！」 

 

 

第二章 

 「………」 

 

 僕は鏡を見るのが嫌いだ。 

 

 女子の制服も女性に向かっていく身体もどっちつかずな心にも僕は全部が嫌だった。 

 

 家を出る時、母に「行ってきます」と健康的な言葉で表情で言う僕を、安心し切ったよ

うに「いってらっしゃい」と言う。まるで何の問題もないように見送る僕の心はボロボロ

だった。 

 

 

 

 あなたの息子は本当は性別がありません。（本当は気付いているくせに） 

 

 あなたに娘は居ません。息子も居ません。（何で目を逸らすの？） 

 

 僕はこの国が嫌いです。僕はこの世界が嫌いです。 

（その癖に世界は僕らに無知） 

 

 僕は僕が嫌いです。 

（そう言って、本当は愛されたいくせに） 

 

 僕は……。 

 

 

 



 

 心の中でまったく違って同じ人格が僕を責める。冷めた眼で、僕を見つめる僕をひどく

恐れた。アレが本心なんだ。 

 

 だって怖くたっていいじゃないか！！ 僕には決められた性別がないんだ！！ どこに

も属していないんだから、こんなつらい現実から必死に逃げて何が悪いんだ！！ ニュー

スだって言っているじゃないか、僕のような無性別者が毎年数万人も自殺しているって！ 

それくらいつらいんだよ！ 

 

 それなのに、大人はお前だけが辛いんじゃないんだって、どの口が言っているんだよ！ 

そう言うのは決まって大人の男じゃないか！ よく、決まった性別があるのに、安心でき

る場所に居るのに、遠くから高みから、護られながら温かい場所から、僕らを見ようとす

るんだよ！ 何が分かるって言うんだよ！ 僕らになってみた事があるのかよ！ 何が分

かるって言うんだ！！ 適当な事を言うな！！ 

 

 

 

 

 

 嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌い

だ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌いだ、嫌い

だ。 

 

 みんな大っ嫌いだ死んじゃえばいいのに！ 

 

 僕は走った。電車が学校方面に走るのと反対に走る。あの車両に乗る学生達はみんな幸

せなのかな？ つまらなさそうにスマホやラノベを読んで居て、そのうち何人かは隣で楽

しそうに友達と話していて、座席に座るサラリーマンはそれをうっとおしそうに黙ってい

て、優先席の妊婦は申し訳なさそうに身を縮めている。 

 

 そんなクソみたいな世界に居るよりも、僕が売りをしているこっちの世界の方が遥かに

健全に思える。皆素直に欲望をさらけ出している。男も女も僕を抱く。その時間だけは僕

は性別がないのをどうでもよく思える。「本当にどちらでもないんだね」よく聞くそのセリ

フを僕は見下したように笑い、言う。 

 

 



 

 

 

 「キモチ悪い？」 

 

 

 

 

 

 そう言うと最初皆、驚いたような表情をするのだけれど「ううん、何だか安心するよ」

そう言って、僕を最初に抱いた男の人は僕の首にキスをする。確か医者とか言っていたっ

け？ 世の中本当にろくでもないなと思った。 

 

 あの電車に乗っている人たち、みんな自分たちがまともだとか思って居るんだろうなぁ

……。 

 

 「本当世の中くだらない」 

 

 笑いながら言うと人の気配がした。僕は驚いてその人を見る。 

 

 その人安達さんだった。安達優香さん、クラスで地味な子って印象だけど吹奏楽部に所

属していて、それなりに青春している子だ。 

 

 「自殺でもするの？」 

 

 「え」 

 

 「フェンス高いから超えられないでしょ？」 

 

 彼女は僕が自殺すると思って居るらしい。 

 

 「……僕が死にたそうに見えた？」 

 

 「うん、いつもね」 

 

 「………」 



 

 それには結構心外だ。僕はコレでも死にたいとは思った事は無い。死にそうなくらいつ

らいとは思った事はあるけど、それでも、世界に殺されると思うと癪だったから、意地で

も生きてやろうと思う。 

 

 多分、ストレスで心不全になりそうだから天寿は全うできないかもしれないけど。 

 

 「………死ぬってんなら轢死以外なら付き合うけど、必要？」 

 

 「要らない」 

 

 「溺死とか」 

 

 「僕は死ぬ予定はないよ」 

 

 「私は毎日死にたいかなー」 

 

 「どうせ、ファッションの死にたいでしょ？」 

 

 「そんな事ないけど、そうかも知れないね。現実逃避に近いかも」 

 

 「ちなみに何で死にたいの？」 

 

 そう聞くと彼女は溜息を吐いた。 

 

 フェンスに指を掛けて言いづらそうにわずかに躊躇いながら「なんかね、吹奏楽部って

人間関係面倒なんだ……」と言った。 

 

 分からなくはなかった。僕に比べればそんなの大したことないけど、本人にしたら結構

重大な事で、僕なんかには想像できない。けど、分かる所はあった。 

 

 周りは僕のような無性別者を理解していない。これは精神的な特徴ではなく実際に身体

的特徴なのに、大人はいずれ自分の性別自覚すると必ずどちらかにしようとする。実際、

自身の認識で少しずつ性別が出来て来る人は居るようだけど、元々性別がない僕らに、そ

れを認識しろと言うのが難しい話だ。 

 



 僕は少し女性寄りの身体になっているけど、僕に子宮はないし男のアソコもない。だか

ら、どちらかになろうとしても、結局は途中半端になる。 

 

 「黒澤はさぁ、何に悩んで居るの？」 

 

 「………」 

 

 「お願い教えて。絶対笑わない。ちなみに私はね、吹部でいじめられて居るの」 

 

 「え」 

 

 「先輩のコンクールに出られる権利、私がうまいから奪ったって言われて、屋上に呼ば

れて、同じパートの先輩三人に、良い気になるなよって、三十分言われ続けたの。クソで

しょ？」 

 

 「殺したいくらいにクソだね」 

 

 「ありがとう、頭の中では何回も惨殺してるよ」 

 

 「辞めないの？」 

 

 部活と付けなかった。 

 

 「辞めないよ………どうせ、私の方がうまいに決まっているし、選ばれなかったのは努

力が足りなかっただけでしょ。私は努力した。だから、この権利は当然。私は負けない。

負けたくない………って思って居たけど……」 

 

 彼女はフェンスに背を向けた。 

 

 「何か疲れた……」 

 

 それは彼女の本心だった。 

 


